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評価 評価

【評価基準】Ａ：十分満足　 Ｂ：おおむね満足   Ｃ：もう少し努力すべき　 Ｄ：大いに努力が必要

B

A

B

読書習慣が定着し、全学年で目標を達成している。本を
読むことは想像力や言葉の力を育み、心を豊かにする。
デジタル機器の利用が増える中でも、本と触れ合う時間
を大切にし、読書の楽しさを伝えてほしい。 A

A

③「くらしのきまり（学校・夏冬休み）」を遵守する児童を育てる。
○道徳意識調査「学校のきまりを守っている」肯定的評価９０％以上（強
肯定７０％以上）

「学校のきまりを守っている」の肯定的評価は、1学期末97.6% ⇒ 2学期
末96.4%（強肯定67.5% ⇒ 57.2%）となり、肯定的評価は目標を達成したも
のの、強肯定は届かなかった。児童の規範意識は高く、校内での暴力
行為などの問題行動は発生していない。 B

学校のきまりがよく守られ、落ち着いた環境の中で児童が
安心して学んでいる。上級生が下級生の手本となり、学
年を超えた良い関係が築かれている。児童が自主的に行
動し、互いに支え合いながら成長できる学校づくりを進め
てほしい。

Ⅰ
　
豊
か
な
心
の
育
成

図書担当と図書支援員が中心となり、読書活動（朝
読書、読み聞かせ、読書指導）の充実を図るととも
に、図書館の環境整備（蔵書の充実、レイアウトの
見直し）を進める。特定の学級だけに貸し出しが偏
らないよう、全校で協力しながら読書週間の設置や
学級内での良書の紹介など、読書習慣を促す工
夫を行う。

(3)基本的な生活習慣
や規範意識の定着に
努める

①生活リズムの点検に取り組み、生活リズムの改善を意識させる。
○生活点検の朝起きる時刻（全学年：６時半） 全ブロック８０％以上
　朝食を食べている、全学年９５％以上

生活点検における「朝6時半までに起床できた日が4日以上」の児童割
合は、1学期65.0%、2学期68.0%となり、目標値には届かなかった。「朝食
を食べている」の割合は、1学期95.0%、2学期96.3%と、目標を達成した。

B

朝食をとる児童の割合は目標を達成しているが、質の良
い睡眠や朝食の大切さを引き続き伝えていくことが必要
だ。学校・家庭・地域が協力し、児童の健康を支えてほし
い。朝の活動が一日を左右することを意識できるよう、引
き続き働きかけをしてほしい。

B

B

④学校生活アンケート（いじめ調査）を実施し、指導に生かす。
○学校生活アンケート「学校生活が楽しい」肯定的評価９０％以上（強肯
定７０％以上）、「いじめはどんなことがあってもいけない」肯定的評価１０
０％

年間3回のいじめ調査を行い、日頃の取組を検証しながら指導に活かし
た。「学校生活が楽しい」と回答した児童の肯定的評価は、1学期末
92.6% ⇒ 2学期末92.1%（強肯定65.8% ⇒ 67.4%）と目標値に近づいた。
「いじめはどんなことがあってもいけない」とする肯定的評価は、1学期末
98.5% ⇒ 2学期末98.4%（強肯定89.7% ⇒ 89.8%）と、高い水準を維持し
た。なお、いじめによる重大事案の発生はなかった。

B

児童の多くが学校生活を楽しんでいる。授業や行事での
笑顔が多く、先生方の細やかな指導の成果が表れてい
る。一方で、「いじめは絶対にいけない」という意識をさら
に定着させる必要がある。日頃から未然防止や早期発見
に努め、児童が安心して過ごせる環境を整えてほしい。 B

中期経営目標(1)を達成するために、児童が安心し
て過ごせる学校（学級）づくりを推進する。一人一
人の個性や多様性を尊重し、授業だけでなく前教
育活動を通じて互いに認め合う風土を育む。その
ために、生徒指導の四機能（「自己存在感の感受」
「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提
供」「安全・安心な風土の醸成」）を意識し、教科指
導と生徒指導を一体化した授業づくりを進める。こ
れらを全教職員が共通理解し、継続的に実践す
る。
短期経営目標①については、学級における「個人
の心の安全」の確保を重点的に進め、Eグループ
（自己肯定感が低く人間関係に悩みを抱えている
可能性がある）の割合をできる限り減らすことで、安
心できる学級環境を築く。②については、道徳教
育推進教師を中心に、校内研修や授業内容を充
実させるとともに、家庭への啓発活動を強化する。
③については、縦割り班活動や集会活動を計画的
に実施し、学年間の交流を深めるとともに、思いや
りのある言葉を増やし、不快な言葉を減らす（なく
す）取組を通年で全学級に広める。④については、
いじめが不登校の要因とならないよう、人権教育や
発達支援的生徒指導を充実させ、早期発見と未然
防止に努める。

②道徳教育を充実させる。（授業研究・道徳意識調査年2回）
○道徳意識調査で、「自分にはよいところがあると思う」、「頑張りたいこと
や目標をもっている」、「友達や家族の役に立ちたいと思っている」肯定
的評価９０％以上（強肯定７０％以上）

各学級において、道徳の授業は計画的に実施され、考えを深め、議論
する授業の充実を図った。道徳意識調査の「自分にはよいところがある」
という問いに対する肯定的評価は、1学期末83.5% ⇒ 2学期末85.8%（強
肯定63.4% ⇒ 55.0%）となり、目標値には届かなかった。「頑張りたいこと
や目標をもっている」は1学期末92.3% ⇒ 2学期末93.4%（強肯定73.2%
⇒ 69.3%）、「友達や家族の役に立ちたいと思っている」は1学期末94.8%
⇒ 2学期末97.4%（強肯定66.0% ⇒ 66.8%）と、目標値に近づく結果となっ
た。

B

児童は自分に自信を持ち、前向きに成長している。自分
の良さを認める力がしっかりと育まれており、日々の学び
や活動に積極的に取り組んでいる。道徳の授業や家庭・
地域との連携が、児童の自己肯定感を高める大きな支え
となっている。今後もこのような環境が維持され、児童が
自分を大切に思えるような取り組みが続けられることを期
待したい。

A

③人権教育を基盤とした「仲間づくり」に取り組む。
　（縦割り班活動の充実やことばを大切にする気持ちの醸成など）
○縦割り班活動の充実（縦割り班活動の回数を昨年度以上実施）
○「ふわふわ言葉・チクチク言葉」の取組を実施し、「ふわふわ言葉を
使っている」肯定的評価９０％以上（強肯定７０％以上）、「ちくちく言葉を
使っていない」肯定的評価９０％以上（強肯定７０％以上）

縦割り掃除、縦割りレクリエーション、全校集会などを計画通り実施でき
た。「ふわふわ言葉を使っている」の肯定的評価は、1学期末96.1% ⇒ 2
学期末96.4%（強肯定62.7% ⇒ 61.9%）、「チクチク言葉を使っていない」
は、1学期末91.1% ⇒ 2学期末91.4%（強肯定60.0% ⇒ 61.7%）となり、肯
定的評価は目標を上回る一方で、強肯定は目標に届かなかった。友達
を思いやる言葉遣いが広まり、学校全体の落ち着きが増している。

B

保護者向け学校評価アンケートの結果から、社会
のルールやきまりを守る指導への期待が最も高
かった。中期経営目標(3)の達成には、家庭との連
携が不可欠であり、保護者や地域と協力しながら
取組を推進する。
短期経営目標①については、生活習慣の改善を
図るため、学期の始めに質の良い睡眠と朝食の大
切さについて児童・保護者へ啓発し、意識向上を
図る。②については、野市中学校区の重点取組で
ある「チャイム席・掃除と挨拶の励行」を来年度も継
続する。児童間での名前の呼び方についても、不
快な言葉を減らすための取組を続ける。③につい
ては、児童の主体性を尊重し、教師主導ではなく、
児童が自主的に行動できる環境づくりを進める。
今後も、非認知能力（自分に関する力・人と関わる
力）の安定と向上を目指し、生活リズムの確立や時
間管理、挨拶や清掃の習慣化を学校・家庭・地域
が一体となって支援する。

②あいさつや掃除のできる児童を育てる。
○時･場･礼アンケート
　「チャイム席を守っている」、「無言ですみずみまで掃除できている」、
「朝や帰りの挨拶や、返事ができている」肯定的評価９０％以上（強肯定
７０％以上）、「呼びきりせずに名前を呼んでいる」肯定的評価８５％以上
（強肯定６５％以上）

(1)自己肯定感の育成
や人間関係づくりを進
める

①i-check（年2回、1年生のみ12月に1回）を実施し、学級集団の状態を
的確に把握して、よりよい学級集団づくりを進める。
○１回目より２回目の数値を改善
○i-checkのEグループ（自己肯定感が低く、人間関係に悩みを抱えて
いる可能性がある）0名

本年度も、i-checkを年2回実施し（1年生は12月に1回）、学級の状況や児童
一人ひとりの様子を把握し、より良い学級経営に役立てた。結果として、Eグ
ループに該当する児童は2名（不登校児童を除く）で、自己肯定感の低さがう
かがえた。Eグループの割合は1%と低いものの、不登校傾向の児童は2名お
り、引き続き注意深く支援を続けている。なお、新たな不登校児童は確認され
ていない。 　学級内の大きな混乱や暴力行為はなく、児童が安心して過ごせ
る環境が保たれている。一方で、Eグループや不登校傾向の児童への支援と
して、校内支援会の開催、スクールカウンセラー（SC）・スクールソーシャル
ワーカー（SSW）・福祉や医療機関との連携を強化し、改善に向けた取組を進
めている。

B

児童が互いの頑張りや成長を認め合う姿が見られる。友
達の良いところを見つけ、伝える習慣が育っている。温か
い言葉が行動につながるよう、優しさを大切にする学級づ
くりを続けてほしい。

(2)読書活動の充実を
図る

①朝の読書、読み聞かせ、図書館を利用した授業を実施し、読書好き
の児童を育てる。
○一人あたりの図書貸し出し冊数　月平均：低学年１５冊、中学年１０
冊、高学年８冊以上
○貸し出し冊数の学年、学級差がないように読書の習慣を身に付けさ
せる。

1月末時点の一人あたりの図書貸出冊数は、低学年15冊、中学年10
冊、高学年9冊となり、いずれの学年ブロック（1・2年／3・4年／5・6年）も
目標を上回った。児童の読書習慣は定着しているが、貸出冊数の少な
い学級もあり、引き続き支援や声かけが必要である。

「チャイム席を守っている」の肯定的評価は、1学期末98.2% ⇒ 2学期末
97.7%（強肯定77.7% ⇒ 74.1%）、「無言ですみずみまで掃除ができてい
る」は、1学期末99.0% ⇒ 2学期末99.0%（強肯定80.9% ⇒ 79.3%）、「朝や
帰りの挨拶や返事ができている」は、1学期末97.3% ⇒ 2学期末97.1%
（強肯定72.6% ⇒ 73.2%）、「呼びきりせずに名前を呼んでいる」は、1学
期末87.5% ⇒ 2学期末87.3%（強肯定61.9% ⇒ 62.4%）となった。おおむ
ね目標値を達成したものの、「呼びきりせずに名前を呼ぶ」項目では、引
き続き意識向上が求められる。

B

児童は毎日元気に遊び、友達との関わりを楽しんでい
る。挨拶も明るく、自分の役割をしっかり果たす姿が見ら
れる。小さなルールを守ることが、社会での生きやすさに
つながる。掃除や縦割り班の活動を通して、自分の行動
に責任を持てる環境をさらに充実させてほしい。

児童が安心して生活できる学級・学校づくりが進んでい
る。学級満足度も全国平均を上回り、先生方の丁寧な関
わりの成果が表れている。児童が落ち着いて過ごせる環
境は、学びや活動の意欲にもつながる。今後も児童の気
持ちや特性を踏まえ、より良い学級経営に努めてほしい。

 学校経営理念

児童にとって「学びたい学校」、教職員にとって「働きがいのある学校」、保護者や地域にとって「応援したい学校」づくりを推進する。
＜目指す学校像＞
　○確かな学力を育む学校　○校風・伝統を大切にし、気持ちのよい挨拶が交わせる爽やかな学校　○清掃が行き届いた清潔で美しい学校
　○保護者・地域の人たちから信頼される学校
＜目指す児童像＞
　【知】伝え合い、学び合う子…進んで学び、深く考え、行動できる　【徳】思いやりのある子…自他のよさを認め、互いに協力し合って豊かに生きていく
　【体】健やかな子…忍耐強く、健康な心と体をもつ
＜目指す教師像＞
　○心身共に健康で、児童に寄り添い、児童と共に前向きに歩む教師　○豊かな人間性をもち、使命感にあふれた教師
　○確かな学力を身に付けさせるため、創意と工夫を凝らした授業を創造できる教師
　○広い視野と展望をもち、保護者や地域の人たちと積極的に関わることができる教師

中 期 経 営 目 標 短  期  経  営  目  標（ 評 価 項 目 ）
自己評価 学校関係者評価

改善策等
達成状況 考察



評価 評価

【評価基準】Ａ：十分満足　 Ｂ：おおむね満足   Ｃ：もう少し努力すべき　 Ｄ：大いに努力が必要

参観日や運動会などの学校行事、学P行事、体験学習は、人数制限な
く計画通り実施することができた。学年懇談の内容については、各学年
が文書を通じて家庭へ周知した。保護者アンケートの「学校は保護者の
意見を聞き、学校運営に反映していると思うか」の肯定的意見は91.4%
で、昨年度より7.6%向上した。

B

安全点検や避難訓練が定期的に実施され、児童の防災
意識の向上にもつながっている。緊急時に冷静に行動で
きるよう、より実践的な訓練を行い、児童自身が自分の身
を守る力を身につけられるようにしてほしい。今後も実効
性のある安全対策を進めてほしい。

B

学力調査の結果から、基礎学力が着実に定着しているこ
とがわかる。日々の授業や家庭学習の積み重ねが、児童
の学力向上につながっている。考える力や表現する力も
さらに伸ばしながら、組織的に学力向上を進めてほしい。
児童一人ひとりに応じた支援を充実させ、学ぶ楽しさを実
感できる環境づくりをお願いしたい。

B

B

③保護者や地域の方々の学校支援の充実を図る。
○コミュニティ･スクール、地域学校協働本部事業を計画的に推進し、学
校・家庭・地域が連携し、地域住民の参画による学校運営を推進する。

コミュニティースクールや地域学校協働本部の取組は、計画通り進める
ことができた。朝の丸付けや読み聞かせ、授業支援や学校行事のサ
ポートなど、保護者や地域の協力を得ながら実施された。本校の教職員
だけでなく、児童も地域の支援に感謝しており、地域とともにある学校づ
くりを推進している。

B

地域との連携が深まり、学校全体が地域と共に成長して
いる。こども園・小学校・中学校のつながりも強まり、地域
の力を生かした教育が着実に進んでいる。今後も地域と
の関わりを大切にしながら、より良い学びの場をつくって
ほしい。

A

家庭と連携しながら家庭学習の習慣化を図る。児
童が自主的に学習する姿勢を育むために、学習内
容や分量には個別に配慮し、タブレットの持ち帰り
学習も活用する。また、学年に応じた宿題の工夫
や学習支援を充実させていく。

Ⅲ
　
学
校
へ
の
信
頼

(1)保護者や地域との
連携を密にし、信頼さ
れる開かれた学校を
進める

①保護者や地域に対して学校通信等により学校情報を積極的に発信
する。
○学校通信「三宝」、学年通信を月に１回以上、校長通信「野市東」を月
２回程度のペースで発行する。
○学校Ｗｅｂページを適宜更新する。
○学校評価書を公開する。

学校通信は月1回、校長通信は月2回のペースで発行できたが、発行の
間隔が不均一であった。学校Webページについては更新が滞っている
状況である。保護者アンケートの「学校は家庭への連絡や情報提供を積
極的に行っていると思うか」の肯定的意見は91.4%で、昨年度より9.6%向
上した。学年通信は月1回発行されているが、学級通信の定期発行が難
しい学級もある。学校評価書については、計画書（公開済み）と報告書
の公開を予定している。

B

学校便りや学級便りを通じて、児童の成長や学校の様子
が保護者にしっかり伝わっている。学校の取り組みや児
童の頑張りを共有することで、家庭との連携も深まってい
る。発行の頻度を調整しながら、今後も情報発信を続け
てほしい。

B

中期経営目標(1)の達成には、保護者や地域の理
解と協力が不可欠である。地域と連携し、信頼され
る開かれた学校づくりを推進する。
短期経営目標①については、学校や学級での児
童の成長を伝える情報発信を充実させる。学年便
りや学級便りの発行についても定期的な発信を継
続する。②については、不審者対応訓練や実効性
のある避難訓練を実施し、児童・教職員の危機管
理意識を高める。③については、地域の人材を活
用し、こども園と小学校の連携を強化する。保幼小
間の交流活動を、年間を通して計画的に実施し、
教員間の連絡会も適宜行い、連携を深める。

②児童にとって安全で安心できる学校づくりを行う。
○学期ごとに安全点検を行う。
○避難訓練（防災・防犯）を年間５回以上行う。

(3)家庭学習の習慣化
に努める

①家庭と連携し、家庭学習が習慣化されていない児童について、家庭
学習の支援を行う。
○家庭学習を「しない」児童の割合を０％にする。
○タブレットの持ち帰り（個に応じた学びの保証）

家庭学習を全く行っていない児童は0名であった。宿題忘れは若干見ら
れたものの、家庭学習の習慣は概ね定着している。個々の特性や学習
理解に応じた宿題の量や質を工夫し、タブレット等を活用した個別最適
な学びを推進する必要がある。高学年においては、タブレットの持ち帰り
が定着しつつある。

B

家庭学習の習慣が徐々に定着しつつあり、児童が学ぶ
楽しさを実感できる機会が増えている。学習の成果を感じ
られるよう、一人ひとりに合った課題や学習方法を工夫し
てほしい。学校と家庭が連携し、自主的な学びを支えて
いってほしい。

B

中期経営目標(1)の達成に向けて、全校研修やブ
ロック研修、ICT活用研修を実施し、児童が主体的
に学び、深い理解につながる授業改善を組織的に
推進する。
短期経営目標①については、「思考力・判断力・表
現力」、「見方・考え方」の育成を目指し、授業の構
成（目標設定・発問・ゴール設定・振り返り・習熟）を
より効果的に展開する。「授業が分かる」「主体的に
学習している」と感じる児童の割合を70%以上にす
ることを目標とする。②については、ICTを活用した
学習環境の整備を進め、児童が自分の学習を調
整しながら主体的に取り組める授業づくりを目指
す。AIドリルの活用による個別最適化学習を進める
とともに、タイピング技術の向上を支援する。教員
についても、ICTを活用した個別学習・協働学習の
実践例を共有し、授業の質を高める。

②教科等の学習で、ＩＣＴを活用した授業や校内研修を充実させる。
○低･中･高ブロックに別に研究授業を行う。
○ＩＣＴ（クラウド、児童用タブレットPC、電子黒板等）活用に関する研修
を深め、授業改善につなげる。
○「タブレットを使って調べたり学習したりすることができる（4年生以上）」
肯定的評価９５％以上 （強肯定８５％以上）

低・中・高ブロックごとの研究授業を全教員が実施し、ICTを活用しなが
ら「見方・考え方」や「思考・判断・表現力」の育成を意識した授業改善を
進めた。児童用タブレットや電子黒板の活用に関する教員研修も計画
的に行い、児童用タブレットの持ち帰り、ミライシード（AIドリル）の実施、
タイピング練習などを通じてICT活用能力と学力向上に努めた。また、4
年生以上の「タブレットを使って調べたり学習したりすることができる」肯
定的評価は94.1%（強肯定88.2%）

B

タブレットの活用が進み、操作技能が向上している。児童
の発達に合わせた指導を行い、児童が上手に情報を活
用できる力を伸ばしてほしい。ICTを使った学びが、より深
まることを期待している。

B

中期経営目標(2)については、認知能力（学力）の
さらなる向上を目指し、本校の研究主題「主体的に
聴き、考え、表現する子の育成」をもとに、児童が
自分の考えを持ち、仲間と協力しながら学ぶ力を
伸ばす授業づくりを進める。
短期経営目標①については、全国学力・学習状況
調査（4月）および標準学力調査（5月）の結果を基
に児童の課題を把握し、全学級で授業改善と個別
指導を実施する。学力調査の全国平均を上回るこ
とを目指し、特に正答率30%以下の児童を減らす取
組を進める。5年生以上は全国平均より3ポイント以
上向上を目標とする。②については、加配教員や
生活・学習支援員、保護者・地域ボランティアを活
用し、国語と算数の基礎学力の向上を図る。③に
ついては、年度当初から計画的に校内支援会を開
き、児童の課題に応じた指導・支援を実施する。保
護者や教育機関、医療・福祉機関と連携し、児童
に適した支援を行う。

②基礎基本の確実な定着を図り、個別の支援を行う。
○ＴＴ体制で指導にあたる。
○朝のウォーミングアップ・放課後パワーアップ教室を充実させる。特に
朝のウォーミングアップを地域の方にも手伝ってもらい、基礎基本の徹
底を行う。

基礎学力の定着を図るため、宿題プリントの実施や放課後の加力指導
に取り組んだ。放課後も、学習支援が必要な児童には個別指導を行
い、朝の加力指導も保護者や地域（地域学校協働本部）の協力を得な
がら計画的に実施した。

B

朝学習や放課後の補習が定着し、児童の基礎学力の向
上につながっている。自主的に学ぶ姿勢が育ちつつあ
り、学習習慣の定着にも良い影響を与えている。今後も
児童が自信を持って学習に取り組めるよう、支援を続けて
ほしい。 B

③特別支援教育に全校体制で取り組む。
○定期的（月１回以上）に校内支援会を開催する。
○ＳＣやＳＳＷ、特別支援教育巡回アドバイザー等との連携を密に取り、
チームで課題解決にあたる。

特別支援教育に関する研修や、支援が必要な児童への共通理解・共通
実践を進めた。校内支援会も月1回以上開催し、課題の共有を行った。
また、SSWやSC、森田村塾、福祉事務所、医療機関との連携を強化し、
巡回教育相談も活用しながら、組織的な課題解決に努めた。 B

児童の特性に応じた支援が行われ、関係機関との連携も
円滑に進んでいる。支援を受けた児童が落ち着いて学校
生活を送ることができるようになっており、組織的な対応
の成果が見られる。今後も、児童や保護者が安心できる
支援体制の充実をお願いしたい。

改善策等
達成状況 考察

Ⅱ
　
学
力
の
向
上

(1)子どもたちが自ら
考え表現でき、伝え合
い、学び合いのある
授業の創造を図る

①児童の考えや表現を大切にした伝え合い、学び合いのある授業を行
う。
　（東小学校授業スタンダードの実施）
○学校生活アンケートで、「授業がわかる」、「授業に主体的に取り組ん
でいる」、「タブレットを学習に活用することができている」肯定的評価９
０％以上（強肯定７０％以上）

児童が自ら考え、表現し、伝え合い、学び合う授業を推進してきた。「授
業がわかる」の肯定的評価は、1学期末94.2% ⇒ 2学期末94.6%（強肯定
64.2% ⇒ 66.1%）、「授業に主体的に取り組んでいる」は1学期末95.0% ⇒
2学期末96.7%（強肯定65.4% ⇒ 65.7%）であった。また、4年生以上の「タ
ブレットを学習に活用することができている」肯定的評価は88.2%（強肯定
64.7%）と、目標値に近づいている。

B

授業研究の推進により、児童の主体的な学びが育まれて
いる。先生方が互いに学び合い、授業改善に努めている
ことに感謝している。今後も児童が考え、伝え合い、学び
合える授業を続けてほしい。

B

中 期 経 営 目 標 短  期  経  営  目  標（ 評 価 項 目 ）
自己評価 学校関係者評価

(2)子どもたちの基礎
学力の定着と、学力
の向上に努力する

①これまでの全国学力・学習状況調査、標準学力調査の結果を分析
し、日々の授業改善に生かす。
○標準学力調査において、全学年全国平均を上回る。正答率３０％以
下の児童０名
○全国学力定着状況踏査で、算数･国語ともに全国平均を３ポイント以
上上回る。正答率３０％以下の児童０名（６年）
○高知県学力定着状況調査で、算数・国語・理科ともに県平均５ポイン
ト以上上回る。正答率３０％以下の児童０名（４・５年）

4月に実施された全国学力・学習状況調査（6年生対象）では、国語が全
国平均を上回った一方で、算数は全国平均をやや下回った。特に国語
の記述式問題では全国平均を大きく上回る結果となった。
12月の標準学力調査（1・2・3・6年生対象）では、各学年とも全国平均並
み、もしくはそれを上回る成績を収めた。本校の正答率と全国平均を比
較すると、国語がわずかに低い傾向があったが、正答率30%以下の児童
は国語3名、算数7名であった。
また、12月の高知県学力定着状況調査（4年生：国語･算数、5年生：国
語･算数･理科）では、両学年とも全教科で県平均を上回った。正答率
30%以下の児童は両学年とも算数で、4年生10％、5年生5％であった。

B


